
慢性血栓塞栓性肺高血圧症に関する診療情報を 

研究に利用することのお知らせ 

臨床研究「慢性血栓塞栓性肺高血圧症において，バルーン肺動脈形成術が右室後負荷と右

心機能に及ぼす効果の検討（Effects of balloon pulmonary angioplasty on right 

ventricular afterload and function in chronic thromboembolic pulmonary 

hypertension）」について 

 

1) 研究の概要 

当院では，慢性血栓塞栓性肺高血圧症(chronic thromboembolic pulmonary 

hypertension: CTEPH)という病気の診療を行っています．これは稀で難治性の病気なの

で，治療成績を向上させるために臨床研究を行う必要があります． 

CTEPHは，肺動脈内に血栓が残存することにより起こります．CTPEHの標準治療は，

肺動脈血栓内膜摘除術という外科手術ですが，必ずしも手術の対象になる症例ばかりでは

ありません．当院ではそのような方々に対して，カテーテルを用いたバルーン肺動脈形成

術 (balloon pulmonary angioplasty: BPA) という治療を行っており，有効であることを

報告しています．本研究では，CTEPH症例において，外科手術とBPAが右室後負荷と右

心機能に与える影響を比較することを目的としています． 

この病気の診療を行っている，ウィーン大学と協力して研究を行います．この調査研究

を行うことで，治療成績の向上に寄与したいと考えますので，ご理解とご協力をお願いい

たします．この結果は，あなたと同じ様な症状を持つ患者さまの診療に役立つ貴重な資料

となります． 

●診療記録の情報を使用しますので，新たな質問や検査の必要はありません． 

この調査研究では，対象となる方の診療記録から，下記の情報を集めます． 

① 患者基本情報（年齢，性別，罹病期間等） 

② 検査結果   ③ 治療内容 

●2004年11月から2016年11月までに当院でバルーン肺動脈形成術を受けた方が対

象になります． 

 

2) 病院名及び研究責任者の氏名 

【実施医療機関の研究責任者の連絡先】 

国立病院機構岡山医療センター 

〒-701-1192 

岡山市北区田益1711-1 

TEL：086-294-9911 

研究責任者：臨床研究部 分子病態研究室長 小川 愛子 

  

3) 研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手又は閲覧できる旨並びにその入

手・閲覧の方法 



この研究の計画書や，研究の方法に関する資料の閲覧を希望される患者様にはその資料

を閲覧していただくことが可能です．ご希望の方は担当医あるいは研究責任者・分担者に

ご連絡ください． 

 

4) 個人情報の開示について研究対象者及びその関係者からの相談等への対応に関す

る情報 

この研究で得られた結果は，あなたの個人情報（名前や住所，電話番号など）に係わる

情報を切り離してから，共同研究施設に提出します．そして，共同研究施設で集められた

結果とともにまとめられ，学会や医学雑誌などに発表されることもあります．ただし，い

ずれの場合にも，あなたの個人情報が公表されることは一切ありません． 

この研究の関することについて，わからないことや，聞きたいこと，また何か心配なこ

とがありましたら，いつでも遠慮なく研究担当医師におたずねください． 

 

5) 試料・情報の利用を拒否できる旨 

この調査へのご自分の診療記録の使用をお断りになっても，不利益を受けることはあり

ません．その場合は担当医にお申し出ください． 


